
















研究成果の概要： AG73T laminin peptide はシスプラチンの作用を増強し、卵巣がんの新た
な治療法になる可能性がある 
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関与するかを in vitro, in vivo 実験系を用い
てその signal transduction 系を中心に検討す
ること。 


















2) laminin peptide の antagonist type 
peptide を用いた接着抑制実験 
 接着に重要と思われた AG73 の







3) laminin peptide、あるいは antagonist 
type peptide の接着あるいは接着抑制
の機序解明 
laminin peptide、あるいは antagonist 





































































































































AG73T と cisplatin を投与すると相加的に細
胞を apoptosis を誘引した 
 
結論 
従って AG73T は syndecan-1 による細胞間
接着を阻害して 細胞内の PI3-AKT 活性を
阻害して卵巣がん細胞の apoptosis を誘発す
る。さらに cisplatin と相加的に働いて卵巣
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